
 

計画部会第３回研究会 話題提供 

「セメント業界と廃棄物処理」 

健康・環境デザイン研究所 

                     所長 中村恵子 

１．太平洋セメント上磯工場見学 

 平成 23 年１月 18 日の第３回研究会で、平成 22 年 11 月に見学した太平洋セメン

ト上磯工場の DVD を部員の皆様にお見せした。函館市市民環境講座講師を務めた後、 

常日頃、廃棄物処理に大きな威力を発揮するようになってきたセメント業界に関心

をもっていたので、函館市近隣に立地する同工場の見学に行った。 

 太平洋セメントは、業界では、世界第２位の規模をもつ。上磯工場は、現在、セ

メント生産規模は全国一で、日本初明治 23 年の創業以来、110 余年にわたりセメン

ト、石灰石を供給してきた。近年では廃棄物を資源として原料や燃料にして活用す

る「資源循環工場」の役割を果たしてきている。写真１．２ 

２．セメント業界と廃棄物処理 

 １）セメント工場の廃棄物資源化・燃料化の特徴 

 ①受け入れる廃棄物等は、石灰石、粘土、ケイセキ、鉄原料、石膏の代替原料、 

  石炭、重油等の代替燃料として、全量を資源として再生利用する。 

  したがって、セメント工場からスラグや灰等の残さ類が発生しない。 

 ②焼成温度 1450 度 C、24 時間連続運転でダイオキシンの発生がない。 

 ③セメントの品質、製造工程、周辺環境に悪影響及ぼさない前提であるが 

  安全、かつ大量に処理することが可能。１ ） 

２）受け入れ可能な廃棄物 

 燃えがら、ばいじん：下水汚泥焼却灰、石炭灰、製紙焼却灰、 

汚泥       ：下水汚泥 ライムケーキ、浄水汚泥、汚染土壌等 

鉱さい      ：鋳物砂、スラグ類 

廃プラスチック  ：プラスチック類全般、ゴムくず、農業用ポリ等 

木・紙・繊維くず ：解体系、特定産業からのもの 

廃油       ：船舶・自動車廃油、切削油、潤滑油、再生油、等 

廃酸、廃アルカリ ：廃飲料、写真現像液、ペンキ等 

金属くず     ：自動車オイルエレメント、自動車シュレッダー等 

動植物性残さ   ：ホタテうろ、肉骨粉、食料品製造残さ 

ガラスくず、コンクリートくず、陶磁器くず：ブラウン管、蛍光灯、液晶、２ ） 

３）セメント業界における廃棄物の原料化・燃料化使用状況 表１． 

廃棄物のほとんどを受け入れ可能なセメント業界の原料化・燃料化の使用状況

は、表１に示す通りである。上磯工場では、セメント１トン当たり 32.5Kg 即ち 32%,

全国では、同 45.1%使用し、セメント業界の循環産業と大きな機能示している。 

【文献】１）２）太平洋セメント（株）北海道支店環境事業営業部資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 -２  セメント焼成ロー

タリーキルン 

写真-１ 海上ポートから上磯

工場に伸びる原料輸送管 



 

表-１ セメント業界における廃棄物・副産物の原料・燃料使用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

． 


